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序

　本年報は，文学研究科附属文化遺産学・人文知連携センターの京大文化遺産調査活用部

門がおこなった京都大学構内に残る遺跡の調査のうち，2020年度に整理の終了したものに

ついて，その成果をまとめたものである。

　第Ⅰ部で報告する和歌山県白浜町瀬戸遺跡は，本学フィールド科学教育研究センター瀬

戸臨海実験所構内に所在し，1965年の図書館建設に際し石棒が発見され遺跡の存在が明ら

かになったものである。その後，旧埋蔵文化財研究センター時代の 5次にわたる調査で，

縄文晩期の屈葬人骨や弥生前期の配石墓，古墳前期や奈良時代の製塩関連の遺構や遺物な

ど重要な発見が相次いだ。2020年度の発掘は，1982年以来の本格的な調査となる。これま

で希薄であった縄文後期後葉の資料がまとまって出土し，遺跡の時空間的な展開を復元す

るうえで重要な知見が加えられた。施設部や関連部局，白浜町教育委員会には，調査の実

施にひとかたならぬご助力をいただいた。この場を借りて厚くお礼申し上げたい。

　第Ⅱ部の紀要には，京丹後市網野町の浜詰遺跡と北部構内に所在する北白川追分町遺跡

から出土した縄文土器の付着炭化物について，AMSを用いた放射性炭素年代の測定，残

存脂質分析による食材推定をおこなった論考を掲載している。多数の考古学・物理科学分

野の研究者が協働し，過去の出土資料からあらたな情報を導き出す意欲的な試みである。

蓄積の進んだ構内遺跡の調査資料について，これからもこのような試みを積極的に推進し

ていく予定であり，ご批評とご意見を賜れば幸いである。

　コロナ禍の中，部門では調査研究成果の発信にも継続して取り組んでいる。本学総合博

物館と連携した特別展「文化財発掘」は， ７回目となる「木を遺す，木を伝える－木製品

の調査と保存－」を春季に開催した。昨年度報告した岡崎遺跡の調査成果を中心に，総合

博物館所蔵資料とともに木製品の特質を紹介し，多数の方に参観いただいた。また，古道

「白川道」研究プロジエクトも ３年目を迎え，報告書作成と展示による成果の公開を予定

している。今後もこうした部門の活動に，ご理解とご支援をお願いする次第である。

　　2022年 2 月
� 京都大学大学院文学研究科附属 　　　　　　
� 文化遺産学・人文知連携センター長 　　　　
� 吉 井 秀 夫　
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例　　　言

１　本年報は，京都大学構内で2020年 ４ 月 １ 日から2021年 ３ 月31日までに発掘，整理作業

をおこなった埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学大学院文学研究科附属文

化遺産学・人文知連携センター京大文化遺産調査活用部門における研究成果をまとめ

たものである。

2　国土座標にしたがって一辺50ｍの方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した。

３　層位と遺構の位置については，世界測地系国土座標平面直角座標系（第Ⅵ系）により

表示した。

４　遺構の略号は，奈良文化財研究所の方式にしたがって，井戸：ＳＥ，土坑：ＳＫのよ

うに表示し，各調査ごとに通し番号を １から付した。

5　遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を １から付した。

　　この遺物番号は，本文，実測図，写真を通じて表示を統一した。

　　Ⅰ：和歌山県瀬戸遺跡の第 ６次発掘調査

　　　（例　Ⅰ １：和歌山県瀬戸遺跡第 ６次発掘調査出土遺物 １番）

６　原則として，遺物の実測図は縮尺1/4，遺物の写真は約1/2に統一した。他の縮尺のも

のは，それぞれに縮尺を明記した。

７　参考文献は，本文中に〔著者名　発表年〕の形式で表わし，巻末に一括した。

８　古代・中世土師器の型式分類は，とくにことわりがない場合，『京都大学埋蔵文化財

調査報告Ⅱ』（1981年）にしたがっている。

９　本文の執筆者名は各章の初めに列記した。また，遺構・遺物の撮影は原則として，そ

れぞれ報告者が担当した。

10　編集は，伊藤淳史が担当し，千葉豊，冨井眞，笹川尚紀，内記理，磯谷敦子，柴垣理

恵子，長尾玲，西田陽子が協力した。

11　2020年度の京大文化遺産調査活用部門内の組織は以下の通りである。

部　門　長：吉川　真司（文学研究科教授）

教　　　員：千葉　豊，伊藤　淳史，冨井　眞，笹川　尚紀，内記　理

教務補佐員：磯谷　敦子，長尾　玲，柴垣　理恵子

事務補佐員：高山　典子
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